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令和３年亀岡市議会定例会６月議会 一般質問通告書 

 

番

号 

質問者 

質問日時 
質問事項 質問要旨 答弁者 

1 松山 雅行 

6 月 15 日(火) 

10:00～ 

 

※一問一答 

 

１ 市内のまち

づくりにおける

道路整備につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 財産区保有

の山林の管理体

制について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 市の広報誌

の在り方につい

て 

市内の河川、道路事業を鋭意進めていただいて 

いるが、進捗状況について問う。 

（１）千代川町内にある市道小林２号線と高野林

３号線の接続に関する進捗は。 

（２）新しい通学路（市道小林２号線と高野林３

号線）には具体的にどのような安全対策が考

えられるか。 

（３）地元自治会、学校、ＰＴＡとの安全対策に

おける協議状況は。 

（４）水鳥のみち（トイレのある付近）に横断歩

道の設置要望があるが、関係機関との協議状

況は。 

（５）府道宮前千歳線の鳴滝工区拡幅改良工事の

進捗状況は。 

（６）千々川橋架け替えについての国・府への要

望の状況は。 

 

令和２年９月議会の決算特別委員会の委員長 

報告で財産区の山林管理について、市が積極的に

関与されたいとの指摘要望を出したが、その後の

対応について問う。 

（１）委員長報告を受けて具体的にどのような対 

応をされたか。 

（２）国や府、関係機関との協議状況は。 

（３）財産区の保有林で土砂災害特別警戒区域に

指定されている箇所は。 

（４）（３）の指定を京都府知事がされると、府 

からのサポートはあるのか。 

 

「キラリ☆亀岡」と「キラリ亀岡おしらせ」を

統合し、「広報かめおか」にリニューアルされる

が、統合後の配布について問う。 

（１）統合後の冊子はどのようなものか。 

（２）広報誌の役割と効果は。 

（３）全戸配布や補完措置の検討は。 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

2 田中  豊 

6 月 15 日(火) 

10:45～ 

 

※一問一答 

 

１ 市長の政治

姿勢について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長の政治姿勢について問う。 

（１）パートナーシップ宣誓制度について問う。 

①本市においてもパートナーシップ宣誓制度

が３月から発足したが、この制度で宣誓した

方は何組か。 

②宣誓された方の声、感想はどうか。 

③パートナーシップ宣誓制度の効果と法的限

界について、市長の所見は。 

（２）３月１７日、札幌地方裁判所で「同性婚否

認は憲法違反」とする判決があった。 

 ①この判決に対する市長の所見は。 

市長 

所管部長 
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２ 緊急事態宣

言の再延長につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 宮前町にお

ける産業廃棄物

処理施設につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②政府と国会は判決を真摯に受け止め、法律の

整備に直ちに踏み出すべきと考えるが市長

の所見は。 

③パートナーシップ宣誓制度を施行している

亀岡市長として、政府と国会に法律の整備を

求めていただきたいと考えるがどうか。 

 

緊急事態宣言が６月２０日まで再延長された

ことについて問う。 

（１）これまでも営業時間の短縮や自粛などが要

請されてきたが、市内の事業者への影響はど

うか。 

（２）市内事業者の実態を調査したのか。 

（３）持続化給付金、家賃支援給付金の２回目の

支給、医療機関への減収補填などやるべきこ

とを速やかにやる必要があると考えるが所

見は。 

（４）日本共産党は、「経済回復の力にもなる」

と、迅速・安全なワクチン接種、大規模検査、

十分な補償の３本柱で「封じ込め」を図るこ

とを提起しているが所見は。 

 

３月議会での質問を踏まえて以下の点を問う。 

（１）京都府南丹保健所に令和２年１１月１３日

付で、京都府産業廃棄物処理施設設置等の手

続に関する条例第５条第１項の規定により、

事業計画書を提出しているが、現在の状況は

どうか。 

（２）当該場所で以前別の業者が産業廃棄物処理

を計画していたが、敷地の北側と法面が大き

く崩落し、プレハブの建物や法面のコンクリ

ートブロックも崩落、コンクリートブロック

の一部は、その下の農業用ため池にまで崩落

した。現在は法面は固められているが、崩落

の可能性がある。当該事業計画の着工前に地

質調査を求めるべきであるがどうか。 

（３）事業者の説明会では、北陸新幹線延伸のト

ンネル工事の汚泥が搬入される可能性があ

る。産業技術総合研究所の地球化学図や北陸

新幹線のルート図によると、現在予定されて

いる幅広いルートでも、地下にヒ素が含有さ

れていることが分かる。ヒ素の環境基準はど

うか。 

（４）ここで示されている２６から３１パーツ・

パー・ミリオンの含有率をどう考えるか。 

（５）ヒ素の溶出環境基準はどうか。 

（６）この土砂（汚泥）が掘り出された場合、ヒ

素は空気や水に触れ、水に溶けて危険な物質

に変わるが、その場合、溶出液のヒ素含有率

はどのような水準（数値）になると考えるか。 

（７）その数値は、溶出環境基準との関わりでど

うか。 

（８）シールド工法により環境基準を大きく超え

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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４ ＪＲ千代川

駅西口の「亀岡

市ご案内」看板

について 

る汚泥が排出される。この汚泥が持ち込まれ

る恐れがあるがどうか。 

（９）２０１８年９月８日に本梅町で時間雨量８

８ミリメートルの豪雨があった。これだけの

降雨があれば、１２０立方メートルの貯留槽

が溢れる。豪雨対策を求めるべきであるがど

うか。 

（１０）環境汚染が生じることがないよう、業者

任せにするのではなく、府・市が責任をもっ

て検査をするべきであるがどうか。 

 

ＪＲ千代川駅西口の「亀岡市ご案内」看板につ

いて問う。 

（１）市のＪＲ千代川駅の位置づけは。 

（２）この看板の所管はどこか。 

（３）亀岡市立自動車学校が廃校になったのはい

つか。 

（４）看板には亀岡市立自動車学校が表示された

ままである。表示内容を誰も見ていないの

か。 

（５）北の玄関口にふさわしい看板にする必要が

あると思うがどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

3 山本由美子 

6 月 15 日(火) 

11:30～ 

 

※一問一答 

 

１ 防災減災対

策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ コロナ禍に

おける女性の負

近年、頻発・激甚化する自然災害では、高齢者

や障がい者など、災害時に自力で避難することが

困難な避難行動要支援者が逃げ遅れ、犠牲になる

ケースが後を絶たない。災害時の迅速な避難支援

を強化するための改正災害対策基本法が５月２

０日に施行された。 

（１）避難行動要支援者名簿の作成状況は。（対

象者、同意、不同意、未返信者数） 

（２）本市では難病患者のうち自力避難が困難な

人を避難行動要支援者名簿の対象者として

定めているが、府（保健所）との連携は図ら

れているか。 

（３）個別避難計画作成に当たり、これまでの具

体的な取組と進捗状況及び課題は。 

（４）５月２０日に施行された改正災害対策基本

法では個別避難計画作成を市町村の努力義

務とし、福祉専門職による個別避難計画の作

成経費について新たに地方交付税措置が講

じられることなど示されているが、具体的に

福祉専門職の参画や財源の確保・連携強化な

どどのように進めていく考えなのか。 

（５）法改正を受けて、福祉避難所の確保・運営

マニュアルも改定され、福祉避難所に直接避

難できる仕組みが本格導入されたが、現状と

今後の対応は。 

（６）改正災害対策基本法により避難情報が見直

されたが、市民への周知及び啓発は。 

 

経済的な事情などで生理用品を十分に用意で

きない「生理の貧困」が問題となっている。貧困

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 
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担軽減、生理の

貧困対策につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 高齢者の健

康維持・増進に

ついて 

で購入できないだけでなく、ネグレクトにより親

等から生理用品を買ってもらえない子どもたち

がいるとの指摘もある。 

（１）「生理の貧困」の問題に対する認識は。 

（２）防災備蓄品の生理用品や紙オムツなどの保

存期間の設定やローリングストック計画が

必要と考えるが、見解は。 

（３）防災備蓄品を有効活用し、関係各課と連携

を図る中で必要とされる方に無償配布する

仕組みを構築してはどうか。 

（４）市内の小・中学校や公共施設等の個室トイ

レに生理用品を配置する考えは。 

（５）国の地域女性活躍推進交付金が拡充され、

つながりサポート型の取組により生理用品

が提供できるようになったが、活用するため

の体制整備を図る考えは。 

（６）コロナ禍で顕在化した様々な要因により孤

独・孤立で不安を抱える女性の負担軽減を図

るため、相談支援体制などどのように取り組

んでいく考えなのか。 

 

コロナ禍において、外出自粛の影響で生活が不

活発となり、とりわけ高齢者の方々の心身機能の

低下や介護認定の変化、認知症の悪化などが懸念

されている。 

（１）コロナ禍における高齢者の方々の現状をど

のように把握しているのか。 

（２）コロナ禍でのフレイル予防の実施状況と今

後の取組は。 

（３）高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実

施の現状と課題は。 

 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

4 齊藤 一義 

6 月 15 日(火) 

13:15～ 

 

※一問一答 

 

１ アフターコ

ロナにおける環

境先進都市と観

光の推進につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

亀岡市は環境先進都市の実現に向けて取り組

んでおり、本市の取組がテレビ「ガイアの夜明け」

で取り上げられ、また東京都の有名中学校の入学

試験の題材になる等、日本中から注目を浴びてい

る。これを機にさらに「環境先進都市かめおか」

として、本市を売り出し、日本中から教育旅行等

で環境学習や体験旅行に来ていただけるメニュ

ーが必要と考える。 

（１）環境先進都市推進部や亀岡市環境事業公社

等で取り組んでいる、環境に関するいろいろ

な事業を環境学習や体験学習として、メニュ

ー化を考えてはどうか。 

（２）京野菜の農業体験をしていただける農業者

や京野菜を取り扱う（バイキング含む）飲食

店（ウッドスタートでのマイ箸使用等）の開

拓をしてはどうか。 

（３）農家民泊の拡充や本市の歴史と文化体験を

行う旅の提案者と協力し、亀岡の魅力発信を

図ってはどうか。 

（４）令和３年１１月には、（１）～（３）やそ

の他の取組を教育旅行パンフレットや市ホ

市長 

所管部長 
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２ 残ワクチン

の有効接種につ

いて 

 

 

 

 

 

 

３ 京都縦貫自

動車道のＮＥＸ

ＣＯ西日本への

移管について 

 

 

 

４ 地域医療の

充実について 

 

 

 

５ 地域交通に

ついて 

 

 

 

 

６ 曽我部小学

校の通学路につ

いて 

 

 

 

ームページに掲載し、大手旅行会社に売り込

んではどうか。 

（５）国土交通省観光庁が公募している「地域の

観光資源の磨き上げを通じた域内連携促進

に向けた実証事業」に、スタジアムを生かし

て、最近注目のドローンサッカーを申請して

はどうか。 

 

本市の新型コロナワクチン接種は、小刻みな年

齢別接種が功を奏して、順調に進んでいると考え

る。そこで、残ワクチン接種は首長の判断との政

府方針であるが、記者会見資料に記載の待機要員

の他にお願いしたい方々がおられる。 

（１）日本の未来を担う若い海外への留学生を待

機要員に加え、ワクチン接種し、留学してい

ただいてはどうか。 

 

京都縦貫自動車道は、区間によって、ＮＥＸＣ

Ｏ西日本と京都府道路公社に管理区間が分かれ

るが、２０２０年１月に、ＮＥＸＣＯ西日本に一

体管理すると発表した。 

（１）将来、沓掛・亀岡間の料金は見直しされる

のか。 

 

持続可能なまちづくりには、地域医療の充実・

地域格差のない医療が必要と考える。 

（１）地域住民は、別院診療所の存続を不安視さ

れているが、今後の対応・対策の考えは。 

 

地域交通の問題は多岐にわたっているが、東別

院町湯谷口と西別院町万願寺間に、バス停設置の

要望がある。 

（１）道路拡幅の整備が整った万願寺から南掛間

をフリー乗車区間にしてはどうか。 

 

曽我部町寺の長縄手団地前の市道は狭小で危

険なため、迂回して通学している。 

（１）市道春日部南条線を道路拡幅し、歩道を確

保することで、安全・安心な通学路にする考

えは。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

5 赤坂マリア 

6 月 15 日(火) 

14:00～ 

 

※一問一答 

 

１ ＪＲ亀岡駅

南について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ亀岡駅南について問う。 

（１）今後、駅前通りの改修によって、にぎわい

創出をどのように取り組んでいくのか。 

（２）亀岡駅エントランスエリア「亀岡駅から城

下町をつなぐエリアとしての特徴あるまち

づくり」の内容は。 

（３）ＪＲ亀岡駅南のバス乗り場やロータリー周

辺が、暗くて分かりづらいが所見は。 

（４）ＪＲ亀岡駅周辺の自転車放置禁止区域に、

かめまる観光レンタサイクルの自転車が設

置されているが、しっかりと管理できている

のか。 

市長 

所管部長 
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２ 森林整備に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森林整備について問う。 

（１）集中豪雨や台風などによる山間部の倒木等

が、処理されていないまま放置状態になって

いるが所見は。 

（２）公益性の高い森林の適正な整備とは。 

（３）森林事業者の人材育成と雇用状況は。 

（４）林業経営体（森林組合）の経営状況は。 

（５）地籍調査の現状と今後の課題は。 

（６）今後どのように森林整備していくのか。 

（７）新しい林業機械等の導入予定は。 

（８）伐倒や造材作業に対応したハーベスターや

プロセッサー等の導入予定は。 

（９）今後、森林組合のような森林事業者を育成

すべきではないのか。 

（１０）山林に人が入れる仕組み作り（亀岡市の

エコウォーカーのようなもの）を考えるべき

ではないのか。 

（１１）林業や木材産業の森林整備の活性化促進

につなげるため、木質バイオマス発電を導入

すべきではないのか。 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 三上  泉 

6 月 15 日(火) 

14:45～ 

 

※一問一答 

 

１ 子どもたち

の遊び場、ボー

ルを使える広場

や公園の整備、

体育施設の活用

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 困窮する学

生や青年への支

子どもたちの地域での根強い要求の一つとし

て、ボールを使える場所がほしい、広い運動場や

遊具のある公園を近くに造ってほしいというも

のがある。遊び場がなく家の前の道路でボールを

使って遊んでいる姿をよく見かける。この課題に

ついて何度も質問し、要望しているが、ＪＲ亀岡

駅北やガレリアかめおかの拠点以外の、身近な地

域での設置は進んでいない。 

（１）市長が昨年３月議会一般質問で答弁され

た、府の補助金を使っての、開発公園等での

ボール使用ができる施設設備への改善など

は実現に向けて動きがあるのか。 

（２）昨年３月議会一般質問の答弁では、夕日ケ

丘と具体的に地域名の例を挙げられていた

が、篠町夕日ケ丘におけるボールが使える広

場等の設置については、その後の議会答弁に

おいて、工業団地内や新たな区画整理地など

の案も出された。現時点でどのような計画と

なっているのか。 

（３）今後のまちづくりや開発の中で、子どもや

高齢者など地域住民のための公園や広場を、

意識的に計画すべきではないか。 

（４）亀岡運動公園の利用も土日祝日は市外から

も申込みが殺到して込み合っているが、平日

はかなり空いていると聞く。市民のための平

日使用料の割引・減額を検討してはどうか。 

（５）テニスコートの利用（単位時間、当日のキ

ャンセル、春日坂での高校生部活のナイター

使用等）について検討されたか。 

 

コロナ禍において、故郷を離れて亀岡市で学

び、あるいは、働いている青年には、本当に苦し

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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援について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 生理の貧困

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 子どもの権

利条例を生かし

た具体的施策に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

い日々を送っている方も多い。市民有志が行った

「食糧支援プロジェクト」には、困窮する多くの

方が訪れ、深刻な状況を語られている。亀岡出身

で他地域に学ぶ学生に対して、コロナ対策で応援

施策を行ったが、先に述べたような青年・学生に

対しての支援も必要だと考える。 

（１）亀岡市にやってきた学生や青年の状況をど

のように捉えているのか。 

（２）困窮する学生・青年に対する何らかの支援

策が必要ではないか。 

（３）大学や高校・専門学校等と連携した、生活

困窮などの実態把握、それに基づく支援を行

う考えは。 

 

コロナ禍で、貧困と格差はさらに拡大している

と言える。世界有数の経済力がある日本だが、国

民一人一人のところでいうと、豊かさを全然実感

できないと感じているのではなかろうか。テレビ

の特集などでも大きく取り上げられている「生理

の貧困」について問う。 

（１）「生理の貧困」について市長の所見は。 

（２）生理用品の配布などについて、内閣府が実

施する、女性の相談支援及び子どもの居場所

づくり等に係る交付金（地域女性活躍推進交

付金及び地域子どもの未来応援交付金）の生

涯学習部人権啓発課での活用状況は。 

（３）（２）の質問について、教育部での状況と

所見は。 

（４）上記の交付金については、対象を対応する

ＮＰＯ組織としているが、我が党国会議員の

ヒアリングにより、対応するＮＰＯがなくて

も、関連する公的機関（女性相談室）や社協

なども対象にできることが確認されている。

これらを活用して、困っている市民への生理

用品の配布を検討してはどうか。 

 

本年３月議会で質問したが、「すべての人が人

間らしく生きる権利を有していることに加えて、

子どもにとっては大切な特別な権利が保障され

ている」として、基本理念と子どもの権利を明記

して、それらを守ることをうたっている「亀岡市

子どもの権利条例」（以下、「条例」と略記）に

基づく具体的施策の進捗については遅れている

と言わざるを得ない。 

（１）条例を具体化するための基本計画の策定

は、今年度中に完了するのか。 

（２）１１月２０日の「亀岡市子どもの権利の日」

について、今年度の具体的な取組は考え始め

ているか。 

（３）条例を基にした今後の施策充実の方向性・

見通しは。 

① 子どもを権利の主体者と捉えた福祉分野の

具体的な施策があるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 
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② 学校教育、社会教育の分野から、どのよう

なことを考えているか。 

③ 条例について、児童生徒の認知度の実情と、

それに対応する学習はどのようになってい

るのか。 

7 藤本  弘 

6 月 16 日(水) 

10:00～ 

 

※一問一答 

 

１ 市長の政治

姿勢について 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 新型コロナ

ウイルスワクチ

ン接種の体制に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５次亀岡市総合計画の目指す都市像として

「人と時代に選ばれるリーディングシティ亀岡」

とある。今や、長引くコロナ禍において、大学を

出て就職しても初任給の中から、家賃を払い、大

学時代に借りた奨学金の返済が大変という若者

が、全国で多数いる。 

（１）全国で広がる奨学金返還支援事業の実施に

ついて、地方自治体では、国の特別交付税措

置を活用し、全国的に奨学金返還を支援する

取組がなされている。本市においても、今後、

企業の人材確保や若手従業員支援、保育士、

介護士、看護師等の確保や支援、移住・定住

促進等の観点からも、選ばれる街として、若

者の奨学金返還支援事業の創設を検討して

はどうか。 

 

 政府は、７月末には、６５歳以上の高齢者にお

ける２回目の新型コロナウイルスワクチン接種

を終えるように要望している。 

（１）亀岡市の接種状況はどうか。また、７月末

には６５歳以上の高齢者の２回目の接種は

終えられるのか。     

（２）対応が少し遅いように思うが、どのような

対策を取っているのか。 

（３）コールセンターがつながりにくいとの苦情

があるが、電話機を増やし、体制強化を図る

べきでは。 

（４）集団接種会場では、視覚・聴覚障がい者支

援として、手話通訳や筆談ボードの配置はあ

るのか。 

（５）集団接種会場へは、無料シャトルバスの配

備や路線バスの無料乗車券配布と配慮して

いただいているが、利用状況は。 

（６）集団接種会場の接種場所を増やす考えは。 

（７）今後、現在の接種会場以外に、企業や学校、

他の公共施設、大型店等にも増やしていく考

えは。 

（８）医療従事者や介護従事者等の接種状況は。 

（９）５病院での接種状況は。また、診察券がな 

くても予約接種は可能か。 

（１０）４０診療所での個別接種の場合、「予約

分は終わった」との返事をされたとよく聞く

が、ワクチンの供給はスムーズにできている

のか。  

（１１）寝たきり等で移動ができない方への、訪

問接種体制は。 

（１２）毎日、亀岡市内での感染状況の情報が発

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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３ コロナ禍に

おける経済支援

対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ コロナ収束

後における観光

対策について 

 

 

信されているが、接種状況や予約状況の情報

発信もできないかとの声もあるがどうか。 

（１３）集団・個人問わず、接種会場までのタク 

シー援助は、どのようになっているのか。  

（１４）京都府は、亀岡市のサンガスタジアムと

精華町のけいはんなプラザの２か所で、令和

３年６月１５日から７月３日まで大規模集

団接種を行うとしている。まだ１回も接種し

ていない６５歳以上の府民が対象で、スタジ

アムでの接種は１日８００人を見込むとし

ている。ワクチンはモデルナ製と聞くが、亀

岡市への人数割当て等はあるのか。 

（１５）国は、令和３年５月２４日、東京と大阪

に自衛隊を派遣し、第２弾となる大規模接種

会場を開設し、６５歳以上の方へのワクチン

接種（モデルナ製）を始めた。次の第３弾は、

期間が令和３年６月７日から１３日までで、

対象地域が大阪府・京都府・兵庫県となって

いる。ＪＲ亀岡駅北からもバスが出たと聞く

が、予約状況はどうであったのか。  

 

 国や府では、コロナ禍で緊急事態宣言による休

業要請や時短営業要請に応じた飲食店に対し、協

力金の支給や、飲食店の取引先等を支援する一時

支援金の支給、休業手当を補助する雇用調整助成

金等を支給している。しかし、「基準が厳しい」

「申請が大変」との苦情も聞く。申請は６月末ま

で延長され、さらなる延長も検討されている。 

（１）申請相談や経営相談窓口は、商工観光課や

亀岡商工会議所が行っているのか。 

①令和３年５月末現在で、商工観光課への相談

件数はどのくらいあるのか。  

②相談窓口の広報は、どのようにしているの

か。 

（２）コロナ禍における個人への生活支援とし

て、緊急小口資金や総合支援資金等の生活福

祉資金貸付制度があるが、緊急事態宣言が延

長され、再貸付が限度額に達し、困窮してい

る人がいると聞くが、どのような対策を取っ

ているのか。 

（３）亀岡市は昨年４月に、緊急事態宣言下で５，

０００円のクーポン券を配布し、本年４月に

も「かめおか応援クーポン事業」として、２

回目のクーポン券を配布した。緊急事態宣言

が令和３年６月２０日まで延長され、生活は

さらに厳しくなっている。今後、３回目のク

ーポン券の配布は考えているのか。 

 

今年も、コロナ禍において、５月３日の亀岡光

秀まつりの延期、８月６日の亀岡大踊り大会の中

止、８月１１日の保津川市民花火大会が中止にな

り、このままいけば、１０月の亀岡祭がどうなる

か心配なところである。全てが、新型コロナウイ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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所管部長 
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ルスワクチン接種の進捗状況と新型コロナウイ

ルス感染の鎮静化にかかっている。 

（１）１０月の亀岡祭の開催とそれ以降の観光政

策対策について、どのように考えているの

か。 

（２）コロナ禍で、本年、執行できなかった事業

予算について、今後どのように活用を考えて

いるのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 西口 純生 

6 月 16 日(水) 

10:45～ 

 

※一問一答 

 

１ 市長の政治

姿勢について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 桂川河川整

備促進について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育所施設の子どもの安全、待機児童、施設の

総合的な観点の検討と、保津川水辺公園のオート

キャンプ場の管理について、市長の見解を問う。 

（１）保津保育所には、以前から指摘のとおり、

野生動物の出没、駐車スペースの確保、耐震

化等、安全面に問題がある。災害時の対応や

保育環境の懸念を、どのように考えているの

か。 

（２）保津保育所の敷地が狭小であるため、この

際、保育所施設を移転するのであれば、以前

から提案の保津文化センター敷地内の元保

育所計画用地が適切ではないかと思うが見

解は。 

（３）亀岡市には保育所の待機児童の問題があ

り、第５次亀岡市総合計画の重点テーマであ

る「子育てしたい、住み続けたいまち」に取

り組むにあたって喫緊の課題である。また、

保津町で実施された「既存集落まちづくり区

域指定制度」によってＵターンしてきた若い

世代の幼児が保津保育所に入れなかった現

実もある。施設整備の際には、待機児童の課

題解決につながる検討をすべきであると考

えるがどうか。 

（４）保津川水辺公園は、オートキャンプ場とし

て多くの人が集うようになってきているが、

他市町の人の利用が多い。トイレ・洗い場、

ごみの管理、深夜の騒音、市民枠も含め、使

いやすい環境等、管理の在り方についてどの

ように考えているのか。 

 

京都府は、霞堤の１メートル嵩上げを、６月の

出水期までに保津橋下流４か所で実施される。本

年度における桂川河川整備促進について問う。 

（１）本年度の桂川の遊水機能を高める堆積土砂

撤去と七谷川天井川区域の掘削工事につい

て、計画と予算状況は。 

（２）霞堤の嵩上げと樋門の設置に伴う内水処理

問題で、被害を最小限に食い止めるために、

府下にある大型排水ポンプ車を亀岡で活用

できるよう調査と調整をお願いしてきたが、

出動要請の手順と設置場所は。 

（３）七谷川の整備促進について、本年度の事業

推進と予算措置は。 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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３ 千歳町の地

域課題について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ コロナ感染

症関連について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 丹波国分尼

寺の史跡管理に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

千歳町の地域課題について問う。 

（１）府道亀岡園部線千歳北工区、千歳区域の街

灯問題について、毘沙門区から三日市交差点

までの間に街灯が少ない現状から、通学路の

安全確保をどう考えているかと地元の声を

聞くが見解は。 

（２）小口中谷川のダム下流の水路延長整備につ

いて、今後の進捗は。 

（３）毘沙門区南谷のダム上流の土砂災害の対応

は、どのような方向性を示されているのか。 

 

コロナ禍において、混乱が想定される課題につ

いて問う。 

（１）行政のワクチン接種者の登録管理の難しさ

が露呈され混乱が生じているようだが、長野

県富士見町がバーコード方式により、簡素化

に成功した実績が報道された。亀岡市の業務

管理についてはどうか。 

（２）災害時避難指示が出た際、コロナ感染症の

自宅療養者の避難先の対応はどう考えてい

るか。 

（３）感染リスクの高い訪問介護員（ホームヘル

パー）の、ワクチン接種の亀岡市の優先順位

は。 

 

丹波国分尼寺の史跡表示と管理について問う。 

（１）丹波ＮＥＷ風土記の里整備構想区域にある

河原林町の丹波国分尼寺の現地案内板は、腐

食が進み、看板の文字すら見づらく、見捨て

られている史跡と思わざるを得ない状態で

あるが、修復見通しは。 

（２）文化遺産として構想図を作成・設置すると

ともに、子どもでもたどり着きやすいよう、

標識などを設置願いたいが見解は。 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

所管部長 

 

9 竹田 幸生 

6 月 16 日(水) 

11:30～ 

 

※一問一答 

 

１ 中部地域包

括支援センター

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 千代川町に

おける今津・千

原地内の水害対

策について 

 

 

 

高齢化社会が進むにつれ、多様な介護サービス

が求められ、地域の高齢者の「要」である地域包

括支援センターの存在が不可欠である。今年度よ

り７つの包括支援センターに戻り正常な状態に

なった。 

（１）専門職等の体制はどうか。 

（２）４月以降の実績状況はどうか。 

（３）４月以降問題はなかったか。 

（４）来年度は、中部地域内に事務所は移転する

のか。  

 

大雨の心配される季節になり田んぼや用水路

から水があふれることで起こる水害が危惧され

ているが、対策が進まない状況に思える。 

（１）直近数年間の被害状況はどうか。 

（２）この間どのような対策が講じられたか。 

（３）今後、具体的な対策としてどのようなもの

が考えられるか。 

市長 

所管部長 
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所管部長 
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３ ジャンボタ

ニシ対策につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 川の駅亀岡

水辺公園につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 市道池尻宇

津根線全線開通

について 

 

 

ジャンボタニシ（スクミリンゴガイ）は、亀岡

市においても生育範囲を拡大している。特に川東

地域で稲の被害が多く見られた。 

（１）昨年の繁殖状況はどうであったか。 

（２）被害状況はどうであったか。 

（３）実証実験が行われたがどのようなものか。 

（４）実証田はどのようにして決定されたのか。 

（５）実証田以外の一般の田に対しては、どのよ

うに対応されているのか。 

（６）近隣他市では対策に着手し始めているが、

今後亀岡市ではどのような対応を行うのか。 

（７）今年度、亀岡市において詳細な生息状況把

握が必要と考えるがどうか。 

 

スタジアムを核とした周遊観光の拠点として

整備され、交通の便もよく川の魅力を身近に感じ

られる施設である。 

（１）現在、施設管理はどのようになっているか。 

（２）アクティビティの開発はどのような状況

か。 

（３）現在、教育の観点から小学生を対象とした

取組が行われているが、どのようなものか。 

（４）本格開業の見通しはどうか。 

（５）船着場や河原への通路のバリアフリー化の

指摘があるが、どのように対応するのか。 

月読橋から亀岡水辺公園までの市道拡幅整備

の補正予算が計上され、施設の利用に対しての利

便性が図られようとしている。 

（６）どのような計画か。 

（７）桂川右岸道路の整備構想との関連性はどう

か。 

 

宇津根橋の架け替えが順調に進み宇津根橋の

全容が見えてきている。橋の完成とともに市道池

尻宇津根線の全線開通が望まれる。 

（１）市道池尻宇津根線の工事進捗はどうか。 

（２）全線開通の時期はどうか。 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

10 並河 愛子 

6 月 16 日(水) 

13:15～ 

 

※一問一答 

 

１ 亀岡市プラ

スチック製レジ

袋の提供禁止に

関する条例につ

いて． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 新型コロナ

亀岡市プラスチック製レジ袋の提供禁止が本

年１月から施行された。コロナ禍で、地元事業者

や市民の方から、様々な意見や要望が寄せられ、

議論がされてきたところである。 

（１）実施から約半年が経過するが、事業者や市

民の反応は。 

（２）液体や水分を多く含むものを扱う事業所も

あり、苦労されていると思うが、混乱はなか

ったのか。 

（３）６月１日から、罰則規定が施行されたが、

審査会委員の人選や具体的な方向性は。 

（４）罰則規定はいらないのではないかという意

見が寄せられているが、所見は。 

 

新型コロナウイルス感染症は、収束の見通しが

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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ウイルス感染症

対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 国民健康保

険事業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立たず、不安な日々が続いている。現在、高齢者

からワクチン接種が始まっているが、コールセン

ターが混み合い予約できないなど、不安の声も寄

せられている。 

（１）ワクチン接種の進捗状況は。 

（２）高齢者や体調不良で未接種の人に対する支

援が必要だと思うが、具体的な方策は。 

（３）コロナ感染症の影響で地元の経済にも大き

な影響が出ている。「長年地域で商売してき

たがもう限界」という話も聞く。地元事業者

の実態把握と具体的な支援策が求められる

が、本市の対応は。 

（４）京都府の休業要請協力金の申請方法や情報

提供など、市としても事業者を支援すべきで

はないか。 

（５）２０１９年１０月から消費税１０％への引

上げと複数税率の実施が景気悪化を招いて

いる。コロナ禍で、消費税の５％引下げを求

める声は強い。国に対して引下げを求めるべ

きではないか。 

 

令和３年度の保険料納付が６月から始まった。

コロナ禍で、保険料の負担軽減が求められる。 

（１）令和３年度保険料は、調整基金から繰り入

れたことによって、据置きされているが、積

算過程で全体として値上げとなっている理

由は。 

（２）新型コロナウイルスの影響によるものと、

税制改正によるもので、それぞれ減額した所

得額は。 

（３）７割、５割、２割、軽減なし世帯のそれぞ

れの滞納状況は。 

（４）令和３年度の京都府への納付金は、前年度

比１億２６７万１，０００円、１人当たり５，

５５１円減額となっている。この部分を保険

料の引下げに使うべきではないか。 

（５）令和３年度の保険料については、京都府下

で８自治体が引下げを行う方向である。本市

においても保険料の引下げを行うべきであ

ると考えるがどうか。 

（６）子どもに係る保険料の均等割額の軽減措置

について、厚生労働省は「子育て世帯の負担

軽減」を進めるため、２０２２年度から未就

学児童を対象に５割軽減を導入する予定と

している。 

 ①このことに対する所見は。 

②子どもに係る保険料の均等割額の負担につ

いて当面、未就学児童を対象に本市も独自に

５割軽減を行い子育て世代を応援すべきで

あるが、対象人数と積算根拠は幾らになるの

か。 

③６月時点で、１８歳までの子どものいる世帯

数、子どもの人数と均等割額は。 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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④市としての支援の考えは。 

 

11 平本 英久 

6 月 16 日(水) 

14:00～ 

 

※一問一答 

 

１ 多くの市民

が利用する施設

のコロナ対策に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 移動販売設

備（キッチンカ

ー）の導入支援

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 環境先進都

市を目指す本市

の取組について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 新型コロナ

ワクチンの接種

について 

コロナ禍において、多くの市民が利用する公共

施設の感染防止対策に向けた本市の考え方につ

いて問う。 

（１）本庁舎とりわけ１階の各部署における手指

の触れる箇所等の感染防止対策は、現在どの

ように行っているのか。 

（２）子どもたちや保護者にとって安心して遊べ

る場が必要だと思うが、子どもの遊戯施設の

感染防止対策は現在どのように行っている

のか。 

（３）広く市民に活用いただくとのコンセプトで

整備された施設である地下の「開かれたアト

リエ」は安心して利用いただくため、感染防

止対策をどのように行っているのか。 

（４）本市として公共施設の抗菌コート等の感染

防止対策の導入は検討しているのか。 

 

新型コロナ感染の影響で苦境に立たされてい

る飲食店にとって、新たな業態として大きく期待

される移動販売設備（キッチンカー）の導入支援

について本市の考え方を問う。 

（１）移動販売設備（キッチンカー）の導入支援

について、対象や基準の詳細はどのように決

まったのか。 

（２）コロナ禍において全国的にも広がりを見せ

るキッチンカーであるが、買物弱者の支援に

も活用してはどうか。 

（３）今後キッチンカー導入支援以外のサポート

を本市として何か検討しているのか。 

 

環境先進都市を目指す本市として、これまでも

積極的に様々な環境政策を推進してきたが、今後

の取組について問う。 

（１）ＪＲ亀岡駅北地区に整備予定の環境政策発

信の拠点について、どのようなコンセプトで

検討しているのか。 

（２）「亀岡市ポイ捨て等禁止条例」施行後の成

果は。 

（３）「亀岡市プラスチック製レジ袋の提供禁止

に関する条例」が施行され、一定の成果が出

ているとの報告を受けているが、使用済みペ

ットボトルの削減等について何か検討して

いるのか。 

 

新型コロナワクチンの接種について、安全かつ

円滑に取り組まれていると思うが、現在の進捗状

況について問う。 

（１）これまで集団接種及び個別接種の予約受 

  付を行ってきたが進捗状況は。また課題は。 

（２）これまでの予約受付で見えた課題につい

て、何か対策を検討しているのか。 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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（３）今後のワクチン接種事業をどのように円滑

に実施していくか検討しているのか。 

 

12 三宅 一宏 

6 月 16 日(水) 

14:45～ 

 

※一問一答 

 

１ 国営ほ場整

備事業について 

 

 

 

 

 

 

２ 願成寺川の

水害対策につい

て 

 

 

 

 

３ 環境行政に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 審議会につ

いて 

 

 

 

 

 

５ 「ガレリア

あそびの森」に

ついて 

国営ほ場整備事業の桂川西工区について問う。 

（１）現在の進捗状況は。 

（２）犬飼川でアユモドキが見つかったようだ

が、事業に影響はあるのか。 

（３）事業に伴う犬飼川に架かる橋梁について、

当初の予定とは異なり、大型の橋梁になると

のことであるが、その経緯は。 

 

平成２８年１２月に大井町自治会から治水対

策に係る要望書が提出されている。 

（１）願成寺川は国道９号の並河交差点で暗渠と

なっており、大雨が降ると床下浸水級の大水

が出る。暗渠部分に土砂が溜まっており、そ

れが原因と思われるが、その対策は。 

 

亀岡市ゼロエミッション計画に基づくごみゼ

ロを達成するための取組について問う。 

（１）埋立てごみ中間処理業務の進捗状況は。  

（２）ごみの分別見直しの計画はあるのか。 

（３）市議会は、令和３年度にタブレット端末を

導入し、ペーパーレス化推進による紙文書の

削減を計画しているが、市役所内におけるご

み削減対策はどうか。 

（４）市所管施設における自動販売機からペット

ボトル飲料を撤廃してはどうか。 

（５）今後、ますます利用が増加し、大きな問題

となることが見込まれる、紙おむつの再資源

化についての考えは。 

 

第５次亀岡市総合計画策定のために設置され

た審議会について問う。 

（１）審議会の内容は、総合計画の策定に向けて

十分な取組となっていたのか。 

（２）委員の出席率はどうであったのか。 

（３）全委員から発言や提言はあったのか。 

 

新しい子育ての拠点、子どもの遊び場として

「ガレリアあそびの森」がオープンした。今後、

多くの子育て家庭が利用されることが期待され

ている。 

（１）開設時期は。 

（２）新型コロナウイルス感染症拡大防止の対策

は。 

（３）現在の運用方法は。 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

13 長澤  満 

6 月 16 日(水) 

15:45～ 

 

※一問一答 

１ 新型コロナ

ウイルス感染症

対策について 

 

 

今般の３回目の非常事態宣言は、京都府等にお

いて６月２０日まで再延長となった。最近は新規

感染者数も減少しているが、変異株の浸透もみら

れて今後の行方は予断を許さない状況である。 

（１）感染経路等の感染状況について、京都府は

市長 

所管部長 
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２ 既存の住宅

地域の再生の促

進について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 本市の生活

保護及び関連施

策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全府の状況を集約・発表しているが、本市の

感染状況の特徴とその対策はどうであるか。 

（２）その対策において、福祉施設・医療機関等

における従業員や利用者の網羅的・定期的な

ＰＣＲ検査等が必要ではないか。 

（３）事業所の感染防止対策や福祉施設のＰＣＲ

検査等に係る本市の補助制度の状況はどう

か。また、その拡充も検討してはどうか。 

 

本市では、新しい住宅地域の整備が進む一方、

これまで順次形成されてきた既存の住宅地域に

おいて、高齢者や空き家の増加傾向の下で建物の

新増改築や新規居住の動きもみられる。この動き

を促すことが持続可能なまちの再生のために必

要であると考え、いくつかの課題について問う。 

（１）住宅地や市街地の人口・世帯の動向、建物

の新増改築の状況、空き家の状況を地域別に

どのように把握し、課題を捉えているのか。 

（２）既存の住宅地域の改善施策として、コミュ

ニティバス等公共交通の整備について、要望

の集約を含め、どのように考えているのか。 

（３）既存の住宅地域の改善施策として、住宅や

商店の新増改築に係る助成制度の現状はど

うか。また、その拡充を検討してはどうか。 

 

新型コロナ禍等の下で、国民の生存権を保障す 

るセーフティネットとして生活保護の役割は重

要である。共産党議員団は、今般府下各市の共産

党議員団に対し、各市の生活保護施策の現状調査

を実施した。本市の生活保護及び関連施策の向上

を願う観点からいくつかの課題について問う。 

（１）本市は相談者の同行者を制限しているが、

制度に不案内な相談者と担当課との「情報の

格差」を補うため、配慮が必要ではないか。 

（２）扶養照会について、最近の国の方針も勘案

し、申請者の意思を尊重した範囲にとどめる

など、柔軟に対応すべきではないか。 

（３）最近（５カ年度）の保護率の推移、保護の

開始件数の推移と理由別の特徴、廃止件数の

推移と理由別の特徴は、どうであるか。 

（４）国の生活保護制度の在り方に関する専門委

員会報告（２００４年）は「自立の助長」を

日常生活自立、社会生活自立、経済的自立と

広く捉えているが、どう考えるか。 

（５）稼働年齢層の相談者に、稼働可能として申

請の辞退を促すことはないか。どのように申

請権を尊重して対応しており、その結果はど

うであるか。 

（６）稼働年齢層の利用者に就労の支援・指導を

どう行っているか。どのように個々の状況に

則して対応し、結果はどうであるか。 

（７）稼働年齢層の相談者・利用者にまず生活の

安定を保障して、個々の状況に応じて柔軟に

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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自立を支援すべきと考えるが、どうか。 

（８）最近の生活困窮者自立支援事業や重層的支

援体制整備事業と生活保護施策との関連に

ついて、現状と方針はどうであるか。 

（９）社会保障施策について市民の実情や意見を

よく知るため、関係市民や市民団体との意見

交換の機会を随時、持つべきではないか。 

 

14 石野 善司 

6 月 16 日(水) 

16:30～ 

 

※一問一答 

 

１ 庁舎営繕計

画について 

 

 

 

 

 

 

 

２ ＪＲ亀岡駅

北口送迎用スペ

ースの利用につ

いて 

 

 

 

 

３ 自転車の安

全利用の徹底に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 新生児特別

定額給付金につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ スポーツク

ライミングジム

「カメロック

本庁舎は平成２年７月竣工、３１年が経過し経

年劣化により雨漏りの著しい箇所が見受けられ

る。梅雨本番に入る中、一日も早い改修工事が必

要と考える。 

（１）劣化等の現状把握は。 

（２）雨漏り対応は。 

（３）庁舎営繕計画の実効性は。 

（４）今後の課題は。 

 

ＪＲ亀岡駅北口に設置された送迎用の駐車ス

ペースに、土日祝日に終日駐車して、公園で過ご

す方がいる。駅へ送迎に来られた方が不便を感じ

ておられる状況がある。 

（１）現状を把握しているのか。 

（２）実効性ある規制の考えは。 

（３）今後の課題は。 

 

京都府は、府内の自転車事故発生件数を年間７

５０件以下に抑えることなどを目標に掲げる「京

都府自転車安全利用促進計画」をまとめた。計画

期間は本年度から５年間である。府内では若者や

高齢者が事故の当事者になるケースが目立って

おり、安全教育や啓発により力を入れて取り組む

と発表している。自転車には安全利用の原則があ

り、こうした原則を知っている人は少ないといわ

れている。 

（１）本市の直近１年間の自転車利用中の事故の

現況は。 

（２）自転車利用者へのルール遵守と指導啓発の

徹底の考えは。 

 

令和２年度、新型コロナウイルス対策として、

国の特別定額給付金の対象にならなかった新生

児に対して、市独自で新生児特別定額給付金が支

給された。 

（１）支給状況は。 

（２）今後の課題は。 

令和３年６月議会に補正予算案として新生児

特別定額給付金事業経費が計上されている。 

（３）どのような事業計画か。 

（４）今後の課題は。 

 

亀岡市交流会館内に付設されたスポーツクラ

イミングジム「カメロックス」について問う。 

（１）利用状況は。 

市長 

所管部長 
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所管部長 
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ス」について 

 

 

 

６ 山本浜での

グランピング施

設などの設置に

ついて 

（２）トラブル等の発生はないか。 

（３）安全管理対策は万全か。 

（４）今後の課題は。 

 

保津川の山本浜に、手軽にキャンプを楽しめる

グランピング施設などを設置すれば、四季を通じ

て人々の心を癒す場となると考える。 

（１）計画はあるのか。 

（２）課題はあるのか。 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

15 木曽 利廣 

6 月 17 日(木) 

10:00～ 

 

※一問一答 

 

１ 市長の政治

姿勢について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 集団検診に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 犯罪被害者

の救済の拡充に

ついて 

 

 

 

 

大雨・台風に備える防災対策（備えあれば憂い

なし）・防災意識について日常からの準備が必要

と考える。 

（１）防災情報の共有について、行政（国・京都

府・亀岡市）の連携と市民への正確な情報提

供が必要と考えるが、現在の状況は。 

（２）避難情報と住民意識の連携による的確な避

難誘導について問う。 

①避難情報における警戒レベル１～５それぞ

れの内容は。 

②亀岡市が発令する避難情報等と気象庁が発

表する防災気象情報があるが、それぞれの情

報を市民は理解できているのか。 

（３）「指定緊急避難場所」「指定避難所」「一

時避難施設・避難場所」「広域避難場所」「臨

時避難所」「福祉避難所」とあるが市民や各

自治会は理解できているのか。 

（４）各避難所における非常食を含めた防災用品

の整備状況について、年度ごとの防災用品と

賞味期限切れの非常食の点検は各施設でき

ているのか。 

（５）ハザードマップによる、各自治会の避難訓

練の実施状況は。 

 

新型コロナウイルス感染症の第４波の感染拡

大が続く中、京都市を含む市町村では令和２年度

の集団検診の中止をされたと聞くが、感染防止の

観点から問う。 

（１）高齢者の感染予防の観点から、本年度の集

団検診の見直しを検討してはと考えるが所

見は。 

（２）検診の必要がある市民には、かかりつけ医

への相談を推奨してはどうか。 

（３）高齢者のワクチン接種の状況も見ながら検

討する考えはあるのか。 

 

複雑化する社会の中で、いつ誰が犯罪に巻き込

まれてもおかしくない。しかし全国的に見ても、

被害者やその家族に対しては、あまりにも救済対

策が十分でない。平成１６年に成立した犯罪被害

者等基本法は国だけでなく自治体が被害者らを

支援する施策を策定して実施する責務があると

明記している。本市でも平成２４年に亀岡市犯罪

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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被害者等支援条例を制定した。令和２年４月１日

時点では２１都道府県、７政令市、３２６市区町

村が条例を制定している。 

（１）公益社団法人京都犯罪被害者支援センター

との協定書締結についての考えは。 

（２）支援の在り方を充実させることについて、

本市の今後の取組は。 

（３）本市において条例のさらなる充実改正はあ

るのか。 

（４）本市におけるボランティアの活動状況は。 

16 菱田 光紀 

6 月 17 日(木) 

10:45～ 

 

※一問一答 

 

１ 「かめおか

環境デー」の取

組と今後の環境

施策について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 有機農業の

推進について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 小学校授業

に農林業体験を

取り入れること

について 

 

 

 

 

令和２年８月１日に施行された「亀岡市ポイ捨

て等禁止条例」において、５月３０日を「かめお

か環境デー」と定め、今年度初めて事業が実施さ

れた。 

（１）実施状況及び成果は。 

（２）この事業を通じて、環境に対する市民の意

識向上を図ることはできたのか。 

（３）当日回収された、ポイ捨てごみ等の内訳は。 

先日、６月４日の参議院本会議でプラごみの排

出削減とリサイクル強化に向けた新法「プラスチ

ック資源循環促進法」が可決され、成立した。こ

の法律では、市区町村にプラごみを「プラスチッ

ク資源」として回収するよう求めている。 

（４）本市におけるプラごみの取扱状況と、この

法律が施行される見込みとなっている令和

４年４月に向けた課題は。 

世界的な環境問題の一つにマイクロプラスチ

ックがある。 

（５）「環境先進都市」亀岡市が、率先して公共

施設のプラスチック製品を、木製などの自然

資材に切り替えてはどうか。 

 

５月１８日、本市で初めて市立保育所３園で

「かめまる有機給食」が実施された。 

（１）実施に至った経緯と３園における実施当日

の先生方の受け止めや園児たちの反応は。 

（２）今後の展開をどのように計画しているか。 

平成１８年に「有機農業の推進に関する法律」

が公布、施行された。また、国は２０５０年にＣ

Ｏ２排出量ゼロを目指し、全農地の２５％を有機

農業にすることを検討している。 

（３）本市における有機農業に関する取組の現状

と、今後の課題は。 

 

福島県喜多方市では市内の全１７小学校で「農

業科」授業に取り組んでいる。 

（１）小学生に農林業の体験を通して、ふるさと

の自然の豊かさ、食や環境に関する意識を高

めることが大事だと考えるが、本市の現状と

思いは。 

（２）農林業の体験の中で、理科、算数、図工や

道徳等、教科の横断的な授業ができると考え

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 
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 るがどうか。 

 

 

17 木村  勲 

6 月 17 日(木) 

11:30～ 

 

※一問一答 

 

１ 国が進める

「ＧＩＧＡスク

ール構想」につ

いて 

 

 

 

 

 

 

２ 簡易児童遊

園・児童公園に

係る砂場等の施

設整備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 本市の文化

会館・ホールの

建設予定につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 保津川条例

制定について 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市の全小・中学校及び義務教育学校におい

て、タブレット端末を使用するために必要とな

る、環境の整備及び児童生徒の使用状況について

問う。 

（１）校内通信ネットワーク整備の進捗状況は。 

（２）端末の台数、付属品の内容と金額は。 

（３）学校での使用状況は。 

（４）自宅への持ち帰りについての考えは。 

（５）端末の故障・破損時の修理の対応は。 

 

各地区の簡易児童遊園・児童公園の整備につい

て問う。 

（１）市内の簡易児童遊園・児童公園の施設数は。 

（２）管理はどこが行っているのか。 

（３）亀岡市簡易児童遊園整備事業補助金の申請

状況は。 

（４）砂場にフェンスが設置されている施設数

は。 

（５）水道施設が整備されている施設数は。 

（６）亀岡市子ども・子育て支援事業計画におけ

る砂場等の整備方針は。 

 

旧亀岡会館に代わる本市の文化会館・ホールに

ついて、５月２６日の京都新聞に、新たな文化施

設の建設について議論する「文化施設のあり方を

考える懇話会」の初会合が開かれたとの記事が掲

載されていたが、本市の建設構想について問う。 

（１）懇話会はどのような経緯で、どのような方

で構成されているのか。 

（２）記事には、今年１１月を目途に提言書をま

とめ、来年度一般会計当初予算に反映させる

とあったが、建設予定地、予算・収容人数の

見込みと完成予定年度は。 

（３）昨年１月にリニューアルオープンした文化

資料館は、どのような構想で、建て替えを行

うのか。 

 

環境ベンチャーが、２０２０年度に、国内で１

５７トンの微小なマイクロプラスチックが発生

したと推定している。「かめおかプラスチックご

みゼロ宣言」をしている本市が、さらなる環境先

進都市を目指すため、保津川条例の制定を望む。 

（１）今年１月からプラスチック製レジ袋の提供

が禁止された。保津川の自然を守り、環境を

保全するため、保津川条例を制定してはどう

か。 

（２）保津川河川敷のＢＢＱ施設を増設するとと

もに、管理体制を強化してはどうか。 

 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18 大塚 建彦 

6 月 17 日(木) 

１ 亀岡市役所

庁内におけるコ

窓口を訪れる来庁者から職員への感染を防ぐ

ための予防対策について問う。 

市長 

所管部長 
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13:15～ 

 

※一問一答 

 

ロナ対策につい

て 

 

 

 

 

 

 

２ 豚熱ウイル

ス防止対策につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

３ 小・中学校

における支援学

級への支援員な

どの増員、派遣

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 障がい者、

生活困窮者など

の雇用対策につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）市庁舎に訪れないとできない手続を減らす

ことによって、市民からの感染リスクを軽減

できると考えるがどうか。 

（２）来庁された方が、最初に訪れた窓口にいな

がら、関係する職員が入れ替わり対応すれ

ば、市民の移動に伴う感染リスクを軽減でき

ると考えるがどうか。 

 

豚熱ウイルスが全国的な広がりを見せている。

亀岡市でも２か所でイノシシへの感染が報告さ

れ、原因不明で死んだイノシシも相次いで発見さ

れている。 

（１）豚熱ウイルスとはどのようなものか。 

（２）亀岡市内の感染状況は。 

（３）感染拡大を防ぐための方策は。 

（４）感染が疑われるイノシシの死体の処分方法

は。 

 

近年、障がいがある子どもたちは増加傾向にあ

る。障がい児の就学に際し、地域の学校で学ばせ

たいと願う親は多く、学校もその思いに共感して

いるが、現実には様々な課題がある。 

（１）亀岡市内の小学校における支援学級数の推

移は。 

（２）どのような基準で支援学級の教員を配置し

ているのか。 

（３）どの学校も教員が足りないという声を聞く

が所見は。 

（４）特別支援教育支援員を増員するためには、

どのような手続きが必要となるのか。 

（５）採用の主体は亀岡市教育委員会か。 

（６）特別支援教育支援員を増員するために予算

措置することはできないか。 

（７）他市町村では、保育所等訪問支援員が、見

守りなど、教育現場で活躍しているが、本市

の考えは。 

 

障がいがある方や生活困窮者が地域で自立し、

生活するためには、雇用の確保が大きな要因とな

る。亀岡市は、循環型社会の構築を目指して、令

和２年度からエコトピア亀岡における埋立てご

み中間処理業務を開始し、２年目を迎える本年度

も成果が期待される。 

（１）市が、率先して障がい者の就労支援を進め

るべきであると考えるがどうか。 

（２）常任委員会で、作業環境をよくするために、

行政も委託事業者を支援をするとのことで

あったが、具体的にどのような支援を行うの

か。 

（３）生活保護世帯は、原則として自家用車の所

有を認められていない。自家用車の所有は、

就業のどの段階で認められるのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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５ 環境にやさ

しい布おむつへ

の助成について 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 河川の浚渫

作業について 

 

 

 

 

 

 

亀岡市は第５次亀岡市総合計画の中で地球に

やさしい環境先進都市づくりを目指すとしてい

る。脱炭素化のまちづくりを推進するためには、

燃やすごみを減量する必要があり、近年布おむつ

の必要性が見直されている。 

（１）亀岡市内の高齢者施設、保育所や幼稚園か

ら排出される紙おむつはどのように処理さ

れているのか。 

（２）１人の赤ちゃんがおむつはずれまでに使う

枚数は。 

（３）布おむつ購入に対する補助を行う考えは。 

 

亀岡地区中部地域内には、亀山城の外堀の機能

を持つ水路が巡らせてあり、その中には、亀岡市

の管理水路も含まれている。豪雨災害などに備

え、浚渫作業や側壁工事は重要課題である。 

（１）市の管理水路はどこか。 

（２）地元自治会などからの要望のうち、予定さ

れている浚渫、側壁工事はあるか。 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

19 浅田 晴彦 

6 月 17 日(木) 

14:00～ 

 

※一問一答 

 

１ 平の沢池に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 鳥インフル

エンザについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 市庁舎の救

急対応について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平の沢池の自然景観及び観察施設等について、

今後の維持経費が求められている。 

（１）安全管理上通行止めになっている中池及び

下池の堤防を、安全に歩ける遊歩道として整

備していく考えはあるのか。 

（２）下池西側の堤防にある桜並木について、地

元桜守の方との意見交換では、現状の桜は今

後１０年が寿命ではないかとの意見があっ

た。新しく桜を植樹してはどうか。 

 

亀岡市内の山間部において、現在、豚熱に対し

て、ワクチン入りの餌等の対策が行われている現

状にあるが、鳥インフルエンザに対しての対策の

現状を問う。 

（１）亀岡市内において、鳥インフルエンザが発

生した場合、亀岡市はどのような対応策を実

施するのか。 

（２）養鶏業者や関係者との情報共有及び迅速な

情報提供などの対応策等について、連携は取

れているのか。 

 

市庁舎内において、救急搬送が必要な事案が発

生した場合、迅速かつ安全で安心な対応が求めら

れる。 

（１）市庁舎内で市民及び職員に傷病者が発生し

たとき、庁舎内のエレベーターには消防署の

救急隊が使用しているストレッチャーが乗

らない現状があるが、どのような救急搬送を

行えるのか。 

（２）市庁舎の各階にエレベーターで使用可能な

簡易の担架を設置して、救急隊と連携した救

急対応ができるように考えてはどうか。 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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４ 亀岡市内の

消火栓ホース格

納箱について 

 

 

 

 

 

５ 消防団の安

全対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 学校教育に

ついて 

亀岡市内の消火栓ホース格納箱の修繕や維持

管理について問う。 

（１）消火栓ホース格納箱は各自主防災会が維持

管理をされているが、地域によって違う現状

があるので、調査し修繕をしていく考えは。 

（２）筒先等の消防資機材の盗難対策はどのよう

に行っているのか。また、定期点検の現状は。 

 

亀岡市消防団の健康管理及び安心して消防団

活動に従事できる環境づくりを問う。 

（１）現在、消防団が火災及び災害出動時におい

てヘルメット、ゴーグルを着用して活動して

いるが、新型コロナウイルス感染症の予防対

策としてマスクの着用もしたとき、実践活動

では大変息苦しい現実があるが、ヘルメット

に付けるフェイスシールドを装備する対応

ができないか。 

 

京都スタジアム内にあるｅスポーツゾーンを

活用した学校教育の推進について問う。 

（１）亀岡市の小・中学生を対象として、今後、

ｅスポーツの認識を深めるための体験学習

を進めていく考えはあるか。 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 

20 奥野 正三 

6 月 17 日(木) 

15:00～ 

 

※一問一答 

 

１ 道路行政に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市の府道・市道、とりわけ西部地域における

各道路の整備状況について問う。 

（１）府道宮前千歳線鳴滝工区の整備状況につい

て問う。 

①現在の進捗状況は。 

②工事が遅れている原因は。 

③京都府に対してどのような行動を起こして

いるのか。 

④完成目標年と今後の計画は。 

⑤現在通行している道路の整備も必要である

と考えるが計画は。 

（２）国道４７７号から本梅町グリーンタウン区

までの市道平松中ノ道線について問う。 

①国道４７７号と市道との交差部の拡幅工事

が平成３０年に完了したが、今後の拡幅計画

は。 

②この路面状況は把握しているのか。 

③現在、ふるさとバス路線であり、また、通学

路や生活道路として多くの通行がある中、今

の道路幅をどのように考えているのか。 

④順次計画的に全線拡幅が必要と考えるがど

うか。 

（３）市道とほ場整備の関わりについて問う。 

①東本梅町大内地区でほ場整備事業が施行さ

れた際に認定を外した市道について、ほ場整

備が完了した後市道に戻されていないがど

うか。 

②地域と十分に協議しているのか。 

③早急に市道に戻す必要があると考えるがど
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２ 通学路につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 河川整備と

災害復旧につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 地域の観光

施策について 

うか。 

 

平成２４年に篠町において通学時に発生した

交通事故から９年、また平成３０年の大阪北部地

震でブロック塀が倒れて登校中の児童が下敷き

になり死亡した事故から３年が過ぎたが、通学路

においては各地域で要因は違うが、いまだに危険

な箇所がある。 

（１）東本梅町松熊地区を通る青野小学校までの

通学路について、道まで覆っている雑木の伐

採が必要と考えるがどうか。 

（２）青野小学校プール下の側溝が整備された

が、溝に蓋がなく解放された状態で危険であ

り、グレーチング等で蓋をする必要があると

考えるがどうか。 

（３）本梅町西加舎地区の小学生は現在、農道を

通り本梅小学校に通っているが、歩道の整備

や安全対策はどうか。 

（４）畑野小学校からふるさとバスの高橋バス停

までの通学路の整備や安全対策はどうか。 

 

梅雨に入り、ゲリラ豪雨による河川の氾濫と土

砂災害が想定される中、早急に河川整備を進める

べきであると考える。 

（１）大路次川の今後の河川整備計画は。 

（２）神田川の河川整備が必要と考えるがどう

か。 

（３）音羽川と本梅川の合流地点の浚渫工事が必

要と考えるがどうか。 

（４）平成３０年７月豪雨による宮前町宮川細谷

の崩落した法面の復旧は。 

 

旧城下町エリアには駒札が整備されているが、

各地域にも由緒ある神社仏閣や観光資源がある。

そうした場所にも駒札の整備が必要と考える。 

（１）各地域への駒札の推進を図る考えは。 

（２）それらの駒札にＱＲコードを付け、地区周

辺の観光案内にアクセスできるようにして

はどうか。 
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21 小松 康之 

6 月 17 日(木) 

15:45～ 

 

※一問一答 

 

１ 子育て支援

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市の養育費に関する取組について問う。 

（１）窓口での養育費に関する対応について、離

婚届出用紙を受け取りに来られたとき及び、

離婚届受理時において、チェックや説明をど

のようにしているのか。 

（２）離婚届の受取時に配布する「子どもの養育

に関する合意書作成の手引きとＱ＆Ａ」のこ

れまでの配布数は。 

（３）今年度より本市では、養育費に関する公正

証書等作成促進事業が始まったが、コロナ禍

で生活が困窮しているひとり親家庭が増え

ている中、さらに養育費の支払いが滞り、苦

労しているという事例が増えている。公正証
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２ ヤングケア

ラーについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 選挙の投票

率について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ シティプロ

モーションにつ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 教育行政に

ついて 

 

 

 

 

 

書を作成しても催促に困難が生じた場合に

備え、さらに取組を進めて、養育費の保証を

促進する補助金制度の導入を検討できない

のか。 

 

 厚生労働省は、３月にヤングケアラーの実態に

関する調査研究結果を発表した。そのなかで、「世

話をしている家族がいる」と回答したのが、中学

２年生で５．７％、「介護や世話はほぼ毎日」が

４５％、「ケアに割く時間は平均４時間」で、学

校生活にも影響が出るという実態が明らかにな

った。 

（１）国の結果に対する所見は。 

（２）今後、市民へ啓発する予定はないのか。 

 

 秋までには総選挙が行われるが、選挙管理委員

会として、投票率の減少を抑える方策について問

う。 

（１）１０、２０代の若者の投票率を上げるため

の新たな取組は。 

（２）期日前投票所において、投票立会人として

若者を積極的に配置することはできないの

か。 

（３）投票所におけるコロナ対策は。 

（４）投票率を上げるために、選挙管理委員会の

ホームページやＳＮＳの活用による広報や

啓発の考えは。 

 

今年度は、これまでになく様々な媒体を使い、

シティプロモーション事業の発信に力を入れて

いき、近々インターネットを使った調査が実施さ

れる予定であるが、その進捗状況について問う。 

（１）調査の対象や調査項目、開始・回収予定時

期は。 

（２）どのような効果が期待できるのか。 

シティプロモーションの重要な要素であるシ

ビックプライドについて問う。 

（３）シビックプライドとは何か。 

（４）メリットや効果は。 

（５）「シビックプライドを醸成する」とは具体

的にどのようなことなのか。 

（６）シビックプライドの醸成は、ＳＤＧｓと同

様に、縦割りでは到底成し得ない事業である

が、全庁的な取組や多くの市民を巻き込んで

の構想はあるのか。 

 

子どものときからシビックプライドを醸成す

ることは大切であり、ふるさとに愛着を持つこと

が人口減少対策にもつながる面も大きいと考え

る。シビックプライド醸成のための取組について

問う。 

（１）教職員に対して、どのような研修を行って

いるのか。 
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（２）シビックプライドの視点から、子どもたち

にはどのようにして、地域学習に取り組ませ

ているのか。 

猛暑の夏の到来間近であるが、昨年と同様に児

童らは、マスクをしながら、重い学用品や水筒、

傘、楽器等を背負い、または手に持ち登校するこ

とになる。児童の熱中症対策について問う。 

（３）オンライン学習も始まるが、置き勉による

持ち物の軽減は昨年と変わらないのか。 

新学年になり、コロナ禍で休学期間を経た小学

１年生、中学１年生の様子について問う。 

（４）学力、体力、精神面、生活面、意欲などの

状況は平年と変化はないのか。 

令和３年５月１４日、経済財政諮問会議（座長

菅首相）において、民間議員が提出した資料につ

いて問う。 

（５）資料には、経済・財政一体改革の当面の重

点課題、オンライン教育・デジタル人材育成

等の中で、「１人１台端末配置済の全小・中

学校で、オンライン教育の日常的な活用を今

年度中に開始すべき、それができない自治体

は理由公表を」というようなことが書かれて

いるが、所見は。 

池田小事件から２０年が経過したが、現在の

小・中学校の防犯体制について問う。 

（６）児童生徒の防犯教育は実施しているのか。 

（７）警察との連携は取れているのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


